
令和7年（ 2025年）5月2日 第２ ３ ６ 号ひら つか議会だより

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

小

泉 

春

雄 

議
員

し
ら
さ
ぎ
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

江

口 

と

も

こ 

議
員

職
員
の
個
人
情
報
持
ち
出
し
は
ダ
メ

貴
重
な
財
源
は
命
を
守
る
た
め
に
使
お
う

問
　
市
長
給
与
の
増
減
額
の
推

移
を
伺
う
。

市
長

　
審
議
会
か
ら
の
答
申
を

踏
ま
え
た
改
定
状
況
だ
が
、
平

成
８
年
４
月
に
１
万
５
千
円
を

増
額
し
、
１
０
３
万
１
千
円
。

そ
の
後
15
年
４
月
に
２
万
２
千

円
を
減
額
、
16
年
４
月
に
１
万

２
千
円
を
減
額
し
、
現
在
の
月

額
99
万
７
千
円
と
し
た
。

問
　
答
申
以
外
で
給
与
を
減
額

し
た
理
由
と
額
、
期
間
を
伺

う
。

市
長

　
１
期
目
で
は
防
災
対
策

や
財
政
健
全
化
の
た
め
、
23
年

10
月
か
ら
27
年
４
月
末
ま
で
約

２
１
６
０
万
円
を
減
額
。
２
期

目
で
は
財
政
健
全
化
へ
の
取
り

組
み
姿
勢
を
明
確
に
し
、
範
を

示
す
た
め
、
27
年
10
月
か
ら
31

年
４
月
末
ま
で
約
７
５
０
万
円

を
減
額
。
３
期
目
で
は
元
職
員

に
よ
る
個
人
情
報
持
ち
出
し
へ

の
責
任
を
明
確
に
す
る
た
め
、

令
和
元
年
10
月
か
ら
同
年
末
ま

で
約
61
万
円
、
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

経
済
対
策
の
た
め
約
４
６
０
万

円
を
減
額
し
た
。
減
額
総
額
は

約
３
４
０
０
万
円
で
あ
る
。

問
　
不
祥
事
に
関
し
て
、
市
長

以
外
の
特
別
職
も
減
額
を
し
て

い
る
。
削
減
総
額
を
伺
う
。

総
務
部
長

　
元
職
員
の
個
人
情

報
持
ち
出
し
に
よ
り
、
副
市
長

２
人
で
約
70
万
円
、
教
育
長
が

約
31
万
円
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で

の
特
別
職
の
削
減
総
額
は
８
２

０
０
万
円
で
あ
る
。

問
　
市
長
の
任
期
14
年
間
の
中

で
個
人
情
報
の
持
ち
出
し
を
し

た
職
員
を
出
し
た
こ
と
は
大
き

な
汚
点
で
あ
る
。
二
度
と
起
こ

さ
な
い
決
意
を
伺
う
。

市
長

　
14
年
間
の
任
期
の
中

で
、
個
人
情
報
を
持
ち
出
し
た

職
員
を
出
し
た
こ
と
を
真
摯
に

受
け
止
め
、
研
修
も
含
め
職
員

の
あ
る
べ
き
姿
を
保
た
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

市
長
14
年
間
の
成
果

問
　
市
長
は
こ
れ
ま
で
多
く
の

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
事
業
で
成
果

を
上
げ
て
い
る
が
、
失
敗
だ
と

思
う
も
の
は
あ
る
か
伺
う
。

市
長

　
事
業
自
体
失
敗
し
た
も

の
は
な
い
と
思
う
。
ハ
ー
ド
整

備
で
は
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
大
神
地

区
土
地
区
画
整
理
事
業
や
海
岸

の
整
備
な
ど
、
将
来
的
に
本
市

を
良
く
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
。
理
解
し
て
い
た
だ
け
な
い

地
域
の
人
も
お
り
、
魅
力
あ
る

平
塚
を
つ
く
っ
て
い
く
思
い
を

伝
え
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

こ
と
は
大
変
残
念
で
あ
る
。

中
央
公
民
館
の
今
後

問
　
中
央
公
民
館
の
在
り
方
の

検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

　
令
和
７
年
度
の
早
い
段

階
で
庁
内
組
織
を
立
ち
上
げ
、

ホ
ー
ル
機
能
の
維
持
や
会
議
室

な
ど
を
含
め
た
在
り
方
の
検
討

を
進
め
て
い
く
。
必
要
な
機
能

や
施
設
の
規
模
、
場
所
、
複
合

化
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
課
題
を

整
理
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問
　
中
央
公
民
館
の
大
ホ
ー
ル

と
同
等
の
施
設
は
必
要
で
あ

る
。
ホ
ー
ル
と
会
議
室
、
商
工

会
議
所
の
機
能
を
併
せ
た
よ
う

な
官
民
複
合
施
設
を
検
討
す
る

考
え
を
伺
う
。

市
長

　
中
央
公
民
館
は
市
民
活

動
の
成
果
の
発
表
の
場
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
生
涯

学
習
や
社
会
教
育
に
ホ
ー
ル
利

用
は
必
要
で
あ
る
た
め
、
民
の

施
設
な
ど
も
含
め
在
り
方
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

駅
周
辺
地
区
将
来
構
想

問
　
中
心
市
街
地
で
進
む
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
や
中
小
規
模
の
再

開
発
と
平
塚
駅
周
辺
地
区
将
来

構
想
と
の
整
合
性
を
伺
う
。

市
長

　
将
来
構
想
と
併
せ
て
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
い

た
支
援
策
を
活
用
し
、
将
来
構

想
と
整
合
の
と
れ
た
民
間
の
再

開
発
を
促
し
て
い
く
。

市
街
化
調
整
区
域
の 

遊

び

場

確

保

問
　
幾
度
と
な
く
地
域
の
声
を

な
ぜ
市
長
給
与
を

引
き
上
げ
る
の
か

問
　
市
長
や
理
事
者
、
議
員
な

ど
特
別
職
の
報
酬
引
き
上
げ
の

理
由
と
、
引
き
上
げ
に
よ
り
、

市
民
生
活
が
ど
の
よ
う
な
状
況

に
な
る
と
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

市
長

　
市
職
員
を
含
め
て
、
働

く
人
に
対
し
て
き
ち
ん
と
し
た

賃
金
を
確
保
す
る
こ
と
が
主
眼

だ
っ
た
。
市
民
生
活
を
支
え
る

職
員
も
含
め
、
給
料
体
系
を

し
っ
か
り
と
作
り
、
市
民
生
活

を
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え
提

案
し
た
。

医
療
費
助
成
に
年
齢 

制
限 

受
診
控
え
懸
念

問
　
65
歳
を
超
え
て
重
度
の
障

が
い
者
に
な
っ
た
場
合
に
は
、

医
療
費
の
助
成
を
廃
止
す
る
と

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
腎
臓
機

能
障
害
な
ど
の
特
定
疾
病
に
罹

患
し
て
い
る
人
な
ど
は
、
公
的

医
療
保
険
や
国
・
県
の
助
成
が

あ
る
が
、
今
回
の
提
案
は
、
重

度
障
が
い
者
に
な
っ
た
者
が
病

気
に
な
っ
た
場
合
、
病
気
の
治

療
を
年
齢
で
線
引
き
す
る
も
の

で
あ
る
。
が
ん
治
療
な
ど
は
高

額
療
養
費
制
度
を
利
用
す
る

が
、
現
実
に
は
医
療
費
が
か
か

り
治
療
が
難
し
く
な
る
と
思
わ

れ
る
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

に
線
引
き
を
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
丁
寧
に
審
議
す
べ
き
だ

と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

福
祉
部
長

　
重
度
障
が
い
者
に

対
す
る
医
療
費
助
成
制
度
は
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
、
も
し
く
は

若
い
と
き
に
障
が
い
を
負
っ

て
、
十
分
な
就
労
機
会
が
得
ら

れ
ず
経
済
的
に
困
窮
す
る
人
の

医
療
費
を
助
成
す
る
制
度
で
あ

る
。
こ
の
制
度
に
つ
い
て
は
、

市
と
し
て
も
安
定
的
に
継
続
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
た
め
引
き
続
き
、
市
全

体
の
障
が
い
福
祉
施
策
の
バ
ラ

ン
ス
を
見
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

公
務
員
の
非
正
規
職
員 

契
約
更
新
上
限
撤
廃
を

問
　
現
在
の
契
約
更
新
の
上
限

は
４
回
ま
で
、
５
年
間
継
続
し

て
働
く
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ

れ
以
上
働
く
希
望
が
あ
る
場
合

に
は
、
再
度
公
募
に
エ
ン
ト

リ
ー
す
る
必
要
が
あ
る
。
雇
用

環
境
の
改
善
や
人
材
確
保
の
観

点
か
ら
見
直
し
を
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

総
務
部
長

　
会
計
年
度
任
用
職

員
の
任
期
は
一
会
計
年
度
が
基

本
だ
が
、
本
市
で
は
人
材
確
保

の
点
か
ら
勤
務
成
績
が
良
好
で

業
務
上
の
必
要
性
が
あ
る
場

合
、
４
回
の
更
新
が
で
き
る
運

用
を
行
っ
て
お
り
、
更
新
回
数

の
上
限
に
達
し
た
職
員
で
希
望

す
る
人
は
、
再
度
公
募
に
よ
る

伝
え
て
き
た
が
、
実
現
に
至
っ

て
い
な
い
。
実
現
可
能
な
方
法

を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長

　
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
な
ど
と
意
見
交
換

を
行
い
、
庁
内
関
係
課
が
連
携

し
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。

問
　
旧
城
島
公
民
館
を
解
体
し

売
却
後
、
小
学
校
周
辺
に
新
た

に
遊
び
場
を
整
備
す
る
こ
と
に

つ
い
て
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長

　
設
置

す
る
場
所
や
規
模
、
利
用
方
法

を
話
し
合
い
、
さ
ら
に
設
置
す

る
場
所
及
び
周
辺
の
理
解
を
得

な
が
ら
熟
度
を
高
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

選
考
を
必
要
と
し
て
い
る
。
こ

れ
は
地
方
公
務
員
法
に
規
定
さ

れ
た
平
等
取
り
扱
い
の
原
則
や

成
績
主
義
の
原
則
か
ら
、
新
た

に
勤
務
を
希
望
す
る
人
に
対
し

て
も
、
平
等
に
雇
用
の
機
会
を

提
供
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

更
新
回
数
の
上
限
撤
廃
は
考
え

て
い
な
い
。

海
岸
沿
い
に
園
路
整
備

砂

よ

け

管

理

費

は

問
　
ひ
ら
つ
か
タ
マ
三
郎
漁
港

　 議会には、 議員の調査研究のた

め、 図書室の設置が法律により 義務

付けら れています。

　 本市議会では、 開かれた議会と す

るため、 平塚市庁舎本館８ 階の議場

前の開放し たスペースに議会図書室

を設け、 市民・ 議会・ 行政が共同で

利用でき る環境をつく り まし た。

議会図書室のご案内

竹柵の陸側に、 新たに園路工事する

砂で埋まる既存の平塚海岸園路
（ ４ 月１ 日現在）

　 議会だより の内容を朗読

し た「 声の議会だより 」 や

点字版も 発行し ています。

　 ご希望の方は議会局まで

ご連絡く ださ い。

　（ 議会局　 ☎ 21-8791）

１ 面掲載写真を
募集し ています

　 市内に在住又は在勤・ 在

学の方を対象に、 平塚市の

魅力あふれる写真を 募集し

ています。

　 今回は、 第２ ３ ８ 号（ 令

和７ 年８ 月１日発行予定） に

掲載する写真を募集し ます。

　 詳し い応募方法などは、

市議会ホームページをご覧

いただく か、 議会局までお

問い合わせく

ださ い。

（ 議会局

 ☎21－8791）

声や点字の議会だより
か
ら
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
ひ
ら
つ

か
ビ
ー
チ
パ
ー
ク
ま
で
の
浜
辺

の
さ
ん
ぽ
道
が
砂
で
埋
ま
っ
て

い
る
。
園
路
の
砂
除
け
と
、
堆

砂
対
策
の
費
用
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長

　
海
岸
園
路
は

過去に発行し た議会だより

　 市議会ホームページでは、

こ れまで発行し

たひら つか議会

だより をご覧い

ただけます。

市
が
管
理
す
る
公
園
施
設
で
あ

り
、
設
置
場
所
の
南
側
に
あ
る

既
存
の
竹
柵
で
飛
砂
を
一
定
程

度
防
げ
る
と
考
え
て
い
る
が
、

堆
砂
し
た
場
合
は
、
予
算
の
範

囲
内
で
適
切
な
方
法
で
除
去
し

て
い
く
。
浜
辺
の
さ
ん
ぽ
道
の

砂
の
除
去
は
、
堆
砂
状
況
に
応

じ
て
行
っ
て
い
る
が
、
ビ
ー
チ

パ
ー
ク
の
指
定
管
理
業
務
全
体

の
中
で
実
施
し
て
お
り
、
浜
辺

の
さ
ん
ぽ
道
だ
け
の
費
用
は
算

出
し
て
い
な
い
。


